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要約 

 

本論文の目的は、コミュニケーションにおいて消極的だ、と指摘される日本人の発話行

為を妨げる要因を考察することにある。本論文では、初対面という場面に焦点をあて、日

本人学生と留学生の初対面コミュニケーションを比較することにより、日本人の初対面コ

ミュニケーションの特異性について考察していく。 

第 1章では、私が日本人の初対面コミュニケーションを取り上げることを決めたきっか

けになった、九州大学の留学生 Hさんと Lさんへのインタビュー調査をまとめている。ま

た、テーマを明確化したうえで、なぜ初対面コミュニケーションに着目するのか、という

点についても論じている。第 2章では、日本人のコミュニケーション全般に着目した先行

研究についてまとめている。その中で、日本人のコミュニケーションは、「察する」こと

が重要であることが見えてきた。しかし、初対面という場面に着目した先行研究は見られ

なかったため、本論文において調査を進めていく。第 3章では、プレ調査を通じて、日本

人の初対面コミュニケーションにおいての発話行為を妨げているのは、会話の終わらせ方

が分からないという「終わらない恐怖」なのではないか、という作業仮説をたて、九州大

学の日本人学生にインタビュー調査を実施し、その内容についてまとめ、考察している。

第 4章では、日本人学生へのインタビュー調査を踏まえて、留学生は初対面コミュニケー

ションにおいて、「終わらない恐怖」を抱いているのか、という点に着目し、留学生へイ

ンタビュー調査を行った内容についてまとめている。第５章では、日本人学生と留学生の

初対面コミュニケーションを比較し、日本人の初対面コミュニケーション特異性について

明らかにしている。また、先行研究で見えてきた、日本人のコミュニケーションにおいて

欠かせない「察し」と初対面コミュニケーションの関係性まで言及している。 
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